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� 公益財団法人知床自然大学院大学設立財団は、2014
年 3月８日（土）、東京都港区の聖アンデレ教会で、ワイ
ルドライフマネジメントプレフォーラム「野生生物の『反
乱』を食い止める」を開催しました。 
 シカやイノシシ、サルなど、全国的に野生動物と人間
社会との軋轢が問題となっている昨今の現状について、
その道の専門家の方々を講師に招き、報告やトークセッ
ションを行っていただきました。 
 当日は賛助会員の方々や一般参加者合わせて約 90 人
の方にご参加いただきました。終了後には、同教会ホー
ルで参加者と講師陣の懇親会を開き、知床産シカ焼き肉
の試食も行いました。今後もワイルドライフマネジメン
ト（野生生物保護管理）の必要性、それを担う人材育成
の重要性を広く伝える活動に力を注いでいきたいと思い
ます。 
 
 
 

 
 

プログラム（講師敬称略） 
第 1 部 報告と問題提起 
 「シカが増えすぎている！？」   
 東京農工大教授 梶光一 
 「クマやイノシシが都会にやってくる！？」 
 兵庫県立大准教授 横山真弓 
第 2 部 トークセッション 
 野生生物の反乱を食い止めるためには？ 
 梶光一（前出）、横山真弓（前出）、 
 横山隆一（日本自然保護協会常勤理事） 
 渡辺綱男（国連大学シニアプログラムコーディネ 
      ーター、元環境省自然環境局長） 
 中川元（当財団業務執行理事、元知床博物館長） 
 司会：鈴木幸夫（当財団理事） 
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  ワイルドライフマネジメントプレフォーラム in 東京 
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 江戸時代のシカの分布状況と、1978 年と 2003 年の
環境省のニホンジカ分布調査があります。シカは江戸時
代以前の生息地に分布を拡大しており、環境省調査でも、
25 年間で分布域は 1.7 倍に拡大しています。シカが全国
的にかつての空白地域に広がっていますが、植生に非常
に強い影響を与えています。ひどいところでは林床、林
の下の草も全部シカに食い尽くされて、土が流れてしま
っている。こうなると、土壌浸食が起こってきて、もう
元に戻らない。農林業被害も深刻ですが、国土保全とか
生物多様性の問題まで拡大してきていると思います。 
 狩猟者の数は 70 年代には 50 万人いましたが、現在
20 万人を下回っています。一方シカの捕獲数は 2010 年
時点で20万を超え、現時点では30万頭を超えています。
狩猟者は急激に減り、シカは急激に増えている。減るば
かりでなく、高齢化が進んでいます。狩猟者は 60 歳以上
が 60％を占めています。私たちはこれまでに全く経験し
ていない時代を迎えています。 
 知床岬のシカは 70 年代までに一回絶滅し、その後急激
に増加します。私は 86 年から調査を始めましたが、小さ
い木の樹皮食いから始まり、その後枯れ木が増え、みる
みる植生が変わっていく様を観察しました。それらを踏
まえ、知床では世界自然遺産になったときにシカに関す
る管理計画を作りました。世界遺産ですから、基本方針
は、できるだけ人為的な介入を避けることです。でも希
少植物などを放置したら絶滅する恐れがある場合、捕獲
を含めた対策を行いましょうということです。 
 私たちの目標は、数を減らすことにあるのではなく、
どんな状態に持っていくかということ。シカが増えれば、
植物の豊かさ、花の開花率、最後は群落に影響を与える。
これを減らしていったときに何が起こるかというモデル
は、世界でも全くない。それを今開発していこうという
のが、私たちのミッションです。 

 まず、人家近くまでやってきている野生動物のビデオ
からご紹介します。神戸の市街地では 20 年以上前からイ
ノシシが出没しています。新神戸駅近くのマンション前
でイノシシがごみを漁ったり、コンビニの袋を持ってい
る人を襲うと、買ったものがストンと落ちるという学習
をしてしまったのです。郡部の方ではツキノワグマ。人
家の庭にある柿の木に親子グマがいます。自分の場所だ
と言わんばかりに。私たちがカメラを向け、大きな声を
出しても何ともない。これは本当に野生動物の姿でしょ
うか。 
 神戸では餌付け問題があります。通報件数の多い場所
を集計すると餌付け地域から150m以内の範囲で被害が
発生しています。近くの六甲山は豊かな森で、イノシシ
が暮らすのに何の問題もないのです。ところが里に出て
くるのは山に餌がないからだと都会の人は思い込んでい
る。つまりは食べ物のあるところに出没します。クマも
実は同じ。人は気にとめていなくても、実はクマを誘引
していたという事例があります。 
 秋にクマが出没した場所で、捕まえたクマに GPS を装
着して調べると、柿の実に繰り返し来ていることがわか
りました。その集落では、柿の実を数えてみると 248 本
ありました。ざっと計算すると集落に大体６トンくらい
の実があることになります。こんな豊かな餌資源を、ク
マが見逃すはずはありません。「柿の木切ってください」
と言っても田舎は高齢化が著しく労力がなく、簡単では
ありません。 
 動物はどんどん増え、どんどん学習しています。それ
にどう対応するかは、我々がいかに対応する能力をつけ
ていくかだと思います。対策者を増やしていかなければ
なりません。何が起こっているかを調べて対策を立案し、
それを実施して検証して見直しをしていく。このサイク
ルを行うのが非常に重要です。 
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■ シカが増えすぎている!? ■ クマやイノシシが都会にやってくる!? 
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司会 先ほどから軋轢と対策の状況についてお聞きして
きました。他にもいろいろ軋轢を起こしている野生動物
がありますので、補足の説明をまずお願いします。 
横山(真) シカ、クマ、イノシシ、それにニホンザル。
これが鳥獣保護法と呼ばれる法律の中で、都道府県が特
定計画というのを策定している、主に問題となっている
種だと思います。外来生物としては、ほ乳類はアライグ
マ、ヌートリアなどがあります。 
司会 中川さんから知床、斜里町での野生生物との共存
の方策、現場についてお話をお願いします。 
中川 知床は原生の自然、豊富な野生動物、素晴らしい
生態系があるのはよく報道されて、皆さんも耳にされて
いると思いますが、そこでいろいろな問題が起きている
ことは、全国的には報道されていないかと思います。幸
いシカについてはさまざま方策が講じられ、植生が回復
の方向に向かってきていますが、他にも課題があります。 
 知床はヒグマの生息地です。そして年間 200 万人近い
観光客が来ます。しかもヒグマが人を恐れなくなってき
て久しいです。10 数年前から、人を恐れない、頓着しな
いヒグマが現れています。知床は大規模な鳥獣保護区に
なって 30 年以上。そんな中でヒグマも捕獲されないとい
う経験を積んできたということもありますが、一般の観
光客もクマを恐れなくなってきている。 
 ヒグマが普通に道路ぶちにいたり、秋に川でサケマス
を獲る姿が車道脇で見られたりします。そうすると人が
次々と集まり、車から降りて写真を撮る、近づく。大変
危険な行為です。知床財団の職員はヒグマが出没すると
まず追い払いをしますが、一方で人も追い払わなければ
ならない。なかなか言うことを聞いてくれない人もいる。

それからとんでもないことですが、ヒグマに餌を投げ与
える行為も確認されています。  
司会 「日本の野生生物保護の法制度の概要」という資
料を配布しました。渡辺さんの方から少しご説明いただ
ければと思います。 
渡辺 今、鳥獣保護法の改正作業が進んでいます。特定
計画で目標を設定し、個体数を減らすことも進められて
いますが、それを狩猟や被害対策の有害駆除だけに委ね
るのではなく、国や都道府県が自ら生態系のことも意識
し、個体数をバランスのとれた状態にしていくための事
業を、計画をたてて進めていく。それを法律的にも位置
づけようというもの。兵庫や北海道の先駆的な取り組み
を、全国に広めていくことを、制度的にも後押しするこ
とをめざした改正が検討されています。 

司会 制度的な改革、改正の観点以外から、軋轢をどう
止めていくか。横山隆一さんから聞かせてもらえれば。 
横山(隆) 軋轢を解決する手順や技術は、全世界共通な
のでしょうが、一体何をするかという具体的な内容は、
地域ごとに全部オーダーメイドなのですね。ですから、
手順や技術の教科書はたくさん作られていると思います
が、手順とその地域での解決方法という内容の両方を普
遍的な情報として書き込んだ教科書は多分作れないのだ
と思います。どうやって地域ごとの内容をきちんとオー
ダーメイドで作っていくか。それがとても大事だなと思
います。 
 現代の私たちは、身近な自然環境を全く利用しなくて
も生活できてしまうという社会に生きています。それを
そのままにした中で、この軋轢を解決できるのかどうか
ということが、非常に心配です。周囲の自然を全く資源 
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として使わない初の日本人、初の経験をしているこの時
代に、地域の自然をどうしていくか。それがこの軋轢や
問題をどう解決していく大きなキーワードではないかと
思います。 
司会 地域資源の利用という言葉が出てきましたので、
その辺りを梶さんから。 
梶 資源を利用しないという話がありましたが、わかり
やすくいうと、野生動物を食べるということがあると思
います。日本は宗教的に食べなかったという方もいます
が、たくさんの種類の動物を伝統的にずっと食べてきた
が、食べる文化を忘れてしまった。ですから都会に住む
皆さんが一番できるのはおいしく食べるということで、
すごく重要なことです。 
 野生動物管理は動物と被害の問題ではなくて、中山間
地域、山村など、そこの地域の持続性の問題だと思いま
す。今大きな問題は、狩猟者だけでなく、地域資源管理
者、これは森林を管理する人、それから林業、農業も、
そういう方々が急速にいなくなっていることです。地域
資源の管理者は、要するに地域の持続性を考えて、そう
いうことをマネージできる人、そういう専門家が必要。
やはり地域資源を持続的に管理していく仕組みづくりが
一番重要かなと思っています。 
司会 今回議題のワイルドライフマネジメントとは何か。

それを今後どういうふうに展開していくかということを、
一言ずつお願いします。 
横山(隆) やらなければならないのは地域の環境管理で
あり、地域の社会状況マネジメントだと思います。 
 高等教育を受けた人に、地方や地域に目を向けてもら
うにはどうしたらよいか。大学で学び、こういう環境に
ついて研究する能力を持つ人たちが、地域で住むために
はどうしたらよいか。それは大変肝心な話で、人生設計
をつくれる生業があればいいのです。大学もそこまで仕
事をするべきと思います。ところが今はガイドをしない
かとか、一次産業どうだとか、今ある生業を半端に突き
つけているように感じる。地域の環境を維持する中核に
なれる人たちに人生設計できる新たな生業を一緒に作っ
ていくのが、今 40、50 歳の人たちの責務ではないかと。
40、50 代の人たちが、まだ世の中に認めてもらってい 

 
ない仕事を職業に仕立て上げていくには、それよりも高
齢の方々が、その生活や仕事を今、現実に支えなければ
ならない。そうやって回していかない限り、軋轢も解決
できないのではないかと思っています。 
渡辺 知床ではさまざまな機関が縦割りの壁を超えて、
協働の関係が生まれました。大きく見て環境行政と農林
行政、あるいは森林行政、そういったところがちゃんと
連携していけるか。また国、都道府県、市町村。それぞ
れが動いて、連携関係をどうつくっていけるか。 
 そして行政だけではなく、狩猟者、農業者、あるいは
地域住民など、いろいろな立場の人たちが、どう一緒に
なって動けるか。きっとそれをつなぐ大事な役割として、
専門家が果たしていく役割は大きいものがあると思いま
す。そのための人材をどう増やしていくかというのが重
要な課題だと思います。 
横山(真)  私、兵庫県に行って丸13年になるのですが、
最初全く野生動物の科学的情報がありませんでした。一
から情報を集めなければという状況でした。 
 まず必要なのは科学的な情報収集と分析、それと発信
ですね。その情報を国民と共有をして、じゃあどうする
べきかという議論をしていく。細かいところは地域によ
って全然違ってくると思います。同じデータを見ても違
うかもしれません。日本の今の野生動物の現場では、あ
まりにも情報収集の仕組みがなさすぎる。そういう意味
で知床は莫大なデータがあると思いますので、スタート
ラインとしてはすごく高い位置にあるのかなと思います。
これをどう分析をして、みんなで共有できる形にしてい
くのか。それらが重要だと思います。 
梶 重要なのは法的な整備、そのために現場の問題をど
う解決するかということを、下からあげていくことです
ね。私たちが現場に行ってやればいいのですが、圧倒的
に時間が足りなくて、これでもかとどんどん問題が出て
くる。次に大変なのが市町村です。市町村の担当者に強
力なサポートが必要です。専門性やコーディネート力が
あり、都道府県の計画と市町村の計画をつなぐ人たちも
必要です。単に野生動物を何頭獲ったかということでは
なく、地域の持続性のためにどういう力を発揮できるの
か。やっぱり一番重要なのは、教育でしょう。教育が世
界を変える。今私たちが直面していることと同じことが
アジアで起こってきて、その後にはヨーロッパでも起こ
ってくるのです。日本の状況を今世界が注目しています。 
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